
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

展示コーナーだより 
第 67 号 

平成 28 年 7月 

生涯学習課 

展示期間 
平成 28 年 7 月 2日(土)～10 月 2 日(日) 

（図書館休館日は除く） 
※期間中、一部展示資料を入れ替えます 
 
  
 
 

戦後 70 年を過ぎて戦争体験者の高齢化が進み、その体験を次代に伝えていくことが課題となっ

ています。今回は、明治・大正期から軍隊・軍事が地域や住民の身近に存在し、昭和の戦争期に

は徴兵以前の青年層にも浸透していた様子を示す資料を紹介し、平和の尊さを考えるきっかけと

します。 

軍隊の民家宿泊 

軍隊は戦時に限らず、地域の人々の身近に存在していました。平時でも訓練などのために

軍隊が地域を通行し、宿泊することがありました。 

軍隊が宿泊するときは民家に分宿することも多く、その場合は地域に兵士の食事や風呂・

夜具の準備・提供が求められました。それらの費用はあとで支払われますが、宿泊の通知は

直前であることが多かったようです。 

海印寺村下海印寺区の日誌には８０人・100人・150人といった大人数の宿泊記録が見

られ、その食事用に、蒲鉾
かまぼこ

・牛肉を村外の商店で大量に買い求めたことが分かります。 

 

軍隊の宿泊    大正 12 年（1923） 
海印寺村下海印寺区の日誌。2日後の 5月 25 日

に第 16 師団輜重兵（しちょうへい）83 人が宿

泊するという通知があり、区では総集会を開い

て兵士の食事について協議しました。 

（下海印寺区有文書） 

 

「軍隊接遇規約」  明治 33 年（1900） 
新神足村神足区では、今後通過・宿泊する軍隊

を一定の方法で接待するために、風呂・夜具の

準備や夜間の軒下点灯を定め、食事の標準を示

しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域と軍人 

地域には、現役でない軍人、予備役
よ び え き

・後備役
こうびえき

中など

の「在郷軍人」が多数いました。在郷軍人の全国組織

として明治 43 年（1910）に帝国在郷軍人会が発足

し、市・郡単位に連合分会、市町村に分会が設置され

ます。これらの指導には師団司令部・連隊区司令部が

あたりました。 

地域では、在郷軍人が集合する簡閲
かんえつ

点呼が実施され

ました。これは在郷軍人を集めて点検・査閲
さ え つ

・教導す

るもので、小学校の校庭が使用されることが多く、歩

兵連隊区の軍人が執行官となりました。 

また小学校卒業後の勤労青少年が通う青年学校の教

科には軍事教練があり、その査閲（実地検査）には現

役軍人があたっていたのです。 

 

青年層への軍事の浸透 

大正15年（1926）に設置された青年訓練所は、

勤労青年に主として軍事訓練を行うための教育施設

で、在郷軍人が軍事教練を担当しました。 

その後、昭和10年（1935）に設置された青年学

校では、高等小学校卒業男子が入学する本科で軍事教

練が課されました。 

教練には執銃
しつじゅう

・射撃も含まれており、たとえば新

神足村実業青年学校には歩兵銃剣・訓練用銃剣・模擬

軽機関銃などが備えられていました。 

 

 

「簡閲点呼ニ関スル注意事項」 
大正 5年（1916） 

この年の郡連合分会の簡閲点呼は歩兵大

佐を執行官として、乙訓高等小学校（現在

の向日市立勝山中学校の場所）で実施され

ています。 

青年学校備え付けの武器 昭和 13 年（1938） 
『神足教育概要』には、新神足村実業青年学校に備え付

けられた武器が記されています。（神足小学校所蔵資料） 

小学校校庭での青年学校の教練査閲
昭和 11 年（1936） 

海印寺村下海印寺区の日誌。10 月 25 日、

楽信男女青年学校・久世村青年学校の査閲

が長法寺小学校校庭で実施されたことが

記されています。  （下海印寺区有文書） 


